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【 伸 び る 子 供 の 条 件 】
伸びる子の絶対条件は「素直である」ということです。素直だからかわいがられ、何かと得を

します。注意されてふてくされる子などは、それなりの対応しかしてもらえず損をします。

必要条件の１つめは「毎日やるべき事を続けられる」ことです。家の手伝いや家庭学習等を

毎日続けることができる子は継続という、人生を豊かにする大切な習慣が身につきます。生ま

れ持った才能とは関係なく、ぐんぐん伸びていきます

もう１つは「ていねいさ」です。線を引くとき定規を使う子のノートはキレイに仕上がりま

す。字も丁寧に書きます。キレイにまとめているから、テスト前に見るし復習の質も上がります。

これらは、保護者や教師のはたらきかけで身につけさせることができます。

ノートがぐちゃぐちゃでも、宿題をしなくても１００点を取る子がいます。

中学でガクンと成績が落ちるのがこのタイプです。小学校は天才、中学校

で優秀、二十歳すぎればただの人というパターンにならないように

身につけさせたい習慣と技能です。

人権講話
１ ２月は人権を考える月間です。先だっ

て 「人権講話 」 を元北小学校 PTA役員の
「上里 栄子」氏に実施してもらっています。
自 ら の体験 を圧巻のパ フ ォ ーマ ン ス で
語 り 、自他を尊重する態度や思いや りの
心 、自分らし く生き る こ との大切さを考え
させて くれ ます 。特に 『ヘルプマーク 』 が
児童の心に強く残っているよ うでした 。ス
トラップ型のピ ク ト グ ラ ムです。
ヘルプマークは、相互扶助の社会を目

指す「助け合いのしるし」です。見かけ
たら、席を譲るや声をかける、避難の支
援など、可能な範囲で思いやりの行動がと
れる人になりたいですね。「何かお手伝いし
ましょうか？」の一言が困っている人の心に響
きます。

〈〈児童の感想を紹介します〉〉
○一緒に授業をしてくれてありがとうござい
ます。また栄子さんの授業を受けたいです。

○ヘルプマークの人が困っていたら助
けたいです。

○まだまだ知らないことがあるので、インター
ネットで調べてみんなにも教えて、もっとヘル
プマークのことをしりたいなと思いました。
○最後のクイズが楽しかったです。

【郷土の文化に誇りを持つ】ためのミャークフツ
（宮古方言）標語・川柳

☆一般の部 優秀賞 近藤 崇士教頭先生
「 いつがみまい まいふか
や ら び み ゃ ー く ぬ宝 」
教頭先生が、「市の教育

を考える市民大会」で表彰
されます。

＜児童の活躍報告＞
☆全日本通信珠算競技沖縄県大会
小学４年生以下の部 奨励賞

「浅田 萠琴・平良 泰人・平良 莉緒」

☆第３９回沖縄県ジュニアサッカー
８人制大会（U－11）３位 宮古北 SC
☆第２４回A＆W杯学童軟式野球大会
低学年A 殊勲賞 仲間 陸

☆第４２回全宮古青少年健全育成剣道大会
基本形式の部 ３位 古屋野 絢太
☆第２４回A＆W杯学童軟式野球大会
高学年 優 勝 北ブルーウェーブ
☆第２４回A＆W杯学童軟式野球大会
低学年 A 優 勝 北ブルーウェーブ
☆第４３回ミニバスケットボール冬季大会
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